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瑞浪中学校改修工事 (１期)
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ダクトが貫通する場合は、貫通部より防火ダンパー迄を１.５mm以上の亜鉛鉄板で施工する。

をに厳守して施工するものとする。

本工事は特記仕様書・設計図書・標準仕様書及び監督員の指示に従い、官公庁の規定並びに関係法令

次の管は保温しなくても良い、（・ピット内の給水管　・天井内の保温被覆付配管　・耐火二層管

機械室、倉庫、屋内駐車場、共同構内は天井内の仕様（外装は原則としてＡＧＣ化粧保温筒）とする。

給水管用の保温材はポリエチレンフォームとする。その他の保温材は指定しない。

防火区画貫通部分の保温材はロックウール保温材とする。

防火区画貫通部には国土交通大臣等の関係評価所の認定を受けた工法を使用する。

防火区画貫通部、延焼防火壁部等は建築基準法および関連諸規制に従い、適切に処置を行うこと。防火区画貫通処理

監督職員の指示により、構造上重要な部分は事前に鉄筋探査を行い報告する。

は　つ　り 既存のコンクリート床、壁の配管貫通部の穴明はコア貫きカッターを使用する。

塗装工事

防食工事 標準仕様書による、ただし下記部分は本仕様書による。（樹脂管、外面被覆管、保温施工管を除く）

残土処分 機械設備工事としては［・構内堆積　・構内敷きならし　・構外搬出適切処理］とする。

・不要］とする。・消火管］に設置　・ガス管　・給水管　地中埋設テープは［［

地中埋設標等 ・不要］とする。・消火管］の分岐、曲部に設置　・ガス管　・給水管　地中埋設標は［［

・指定なし］とする。・配管の保護（被り５０以上)　・排水ビニル管の基礎　土山砂の使用範囲は［

埋戻し土 原則的に根切り土の内の良質土とする。良質土がない場合には替え土する。

土被り６００ｍｍ以上とする。　尚、給水管は排水管の上方に埋設すること。

一般敷地の埋設深さは原則として管底３００ｍｍ以上（凍結深度以上）、車道部分は原則として埋設深さ

つり金物 以上の電動機を有するもの他、下記室に面する部分は防振支持金物とする。０．２ｋｗ

及びスリーブ ＳＧリング、ウェブレン同等品にて行う。また、スリーブ材用硬質ビニル管はＶＵとする。

スリーブ補強 鉄筋コンクリート造部分のスリーブ補強は既製品｢(財)日本建築センターの一般評価を取得したもの｣

排水満水試験

建物導入配管の不動沈下対策は、図示が無い場合はスリークッションとする。建物導入配管

・責任施工（指定なし）］・ハウジング形継手接合　・溶接接合　７５Ｓｕ以上は［　　の接合

・責任施工（指定なし）］、・フランジ接合　・溶接接合　・メカニカル接合　６０Ｓｕ以下は［ステンレス鋼管

制御盤・操作盤等

・５０Ｈｚ］・６０Ｈｚ［電　動　機 電動機の出力表示は参考値とする。

・重要施設　施設区分は　［

「官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説　２０１４年版」を適用する。耐震措置

空調機用平型フィルター100％

予　備　品 標準仕様書の保守工具及び機器予備品、並びに下記予備品等必要と思われるものを提出する。

標識その他 標準仕様書によるほか、主要バルブには表示板を設ける。

施工の検査等 標準仕様書による他、指定立会い検査：

技能士 ・適用しない］・ダクト板金施工］　・機器施工作業　・熱絶縁施工　・配管施工　・適用する　［［

フロン系冷媒は標準仕様書により回収し、破壊又は再資源化とする。

・コンクリート、紙等有効に再利用できるのも全て］・金属　・なし　再生資源指定物：［

発生材処理 ・ＰＣＢ含有機器等　・なし　引渡しを要するもの：［

・改修工事に関る既存設備の、既存状態の状況測定記録表を提出する。］［

・飲料水の水質測定記録］・各種試験の記録　・通水状態の記録　・運転電流　・騒音　　

・塵埃・水量　・風量　・湿度　・温度　試験成績書には総合調整等による次の測定結果を含む。［

完成図はＣＡＤによるものとし、ＣＡＤデータを監理職員の指示する形式で提出する。

、総合調整等 (試験成績書、保障証、官公庁届出書を含む)１部、監理職員の指示する様式で完成図等を提出する。

完成図 完成後速やかに完成図（原図、製本２部、Ａ４版製本５部）、施工図製本１部、保守指導案内書

・建築工事に含むものとする。］

部提出する。尚、撮影業者は監理職員の承諾する専門業者とする。の上　

完成写真 箇所撮影し、フリーアルバムに製本・監理職員の指示により、カラーキャビネット版にて　［

る。工事写真はデジタルカメラを認める、撮影場所、月日、適用等を記載して整理の上提出する。

工事写真、記録 標準仕様書に定める、監理職員が指示する記録及び写真をＡ４サイズのファイルに整理して提出す

施工図等 工事に先立ち施工図、製作図及び見本等を作成し、監理職員の承諾を受けた後に工事を施工する。

工事中機能を休止しない設備は［

施工時間等 ・断水作業　・停電作業　日曜日、祝日等の指定作業は［

電気保安技術者 ・適用しない］・適用する　［

・設計図書Ａ４版製本５部］施工計画書、　その他監理職員の指示する書類、　［

下請名簿、 使用機材製造業者一覧表、 現場代理人届、　主任技術者または監理技術者届

提出書類

ガス料金等 するものとする。

工事用電力、水道、 この工事に必要な工事用電力、水道、ガス料金及び諸手続き等の費用は、協議の上各請負業者が負担

・製造業者の標準仕様］に依る。　・標準仕様書　図示、特記の仕様以外は［

機　材 メーカーリストに依るほか同等品以上のものとする、使用メーカーは承諾を得ること。

．　一　般　共　通　事　項

　　

　　

・　］
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・　改修部分以外の給水設備］

・　］

　

　　　　　　

標準様式：A3版2つ折製本・表紙(レザック66･ミント）黒文字入り

その他 完成図等製本様式は監督員の指示による。

空調換気扇の外気より機器まで：給気風道の仕様

屋外露出の消火管：給水管の仕様

次のものには「：」以降の仕様において保温する。

　厚さはメーカー標準仕様（管内温度により１０～２０mm）とする。

冷媒管用保温材は配管と一体成形品を原則とする。材質は架橋３０倍発泡ポリエチレンとし、保温

・さや管内の樹脂管］・壁内の樹脂被覆管　・壁内の給水管　・壁内の排水管　　

居室内露出の保温外装は原則的に綿布＋塗装とする、監督員との協議により樹脂製カバーとしてもよい。

屋外露出の保温外装はステンレス板、屋内多湿箇所の保温外装はステンレス板とする。

標準仕様書による、ただし下記部分は本仕様書による。保温工事

吹出口、吸込口はアルミ製とし、指定色焼付塗装とする。

又は電動式とし、自動復帰機構は電動式とする、定格入力はＤＣ２４Ｖ、０.７Ａ以下とする。

・現地復帰式］とする。自動閉鎖機構はソレノイド（瞬時通電式）

ホースを使用する。

天井埋込型のファンコイルユニット、パッケイジユニット等のドレン管の接続には補強入り樹脂製

とする。特記なければケーブル工事とし冷媒管と共巻とする。］

・本工事　・電気工事）

・施工台帳の作成を行う］、様式は監理職員の指示による。・工事実績情報の登録を行う　　［工事実績情報等

しなければならない。

設計図に明記なくとも機能上当然必要と思われるものは監督員の指示に従い、本工事請負金内で施工

施工仕様

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）最新版

国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修　公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）最新版

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）最新版

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、下記に依る。標準仕様書

．　工　事　仕　様

収納箱は建築工事消火器

※給水・下水接続工事費　　（敷地外工事）

給水・下水引き込み負担金（基本工事費）

※軽量間仕切りの補強

※アルミスパンドレルの切り込み

※パーティションの切り込み 屋外露出、居室内露出の硬質ビニル管（カラービニル管を除く）は塗装する。

ＡＬＣ・アスロックの切り込み 機械室、倉庫内、屋内駐車場の亜鉛めっきされたものは、表面補修を除き塗装しない。※※※

配線接続は電気工事 土中埋設、暗渠内、コンクリート内、二重床、壁内の鋼管はプラスチックテープ１回巻きとする。自閉装置（ダンパー用）及び取付調整 ※

※フード・ダクト自動消火装置

スプリンクラー設備等の電気工事 ※

屋内消火栓用起動回路及び表示灯配線 ※

※機械排煙設備用電気工事

ガス漏れ警報設備

同上に対する配線接続 ポンプユニット用は衛生工事※

電極棒・フロートスイッチ及び取付調整 ※※

洗面化粧台・メディシンキャビネット ※

手摺 ※

※流し台（排水金物共）・洗面カウンター

※浴槽（蓋共）・ユニットバス

・標準仕様書による。]・満水試験は省略し通水試験とする。[※換気扇用取付枠

パイプフードは空調工事※外壁に取り付ける設備用ガラリ類

※同上用横引排水管（ＧＬ以降）

※雨樋及び竪どい　（ＧＬ迄）

ノズル低減機構を有するものとする。電流計は赤指針付または電子式とする。表示灯はＬＥＤとする。※※※基礎工事（その他）（図示の物を除く）

故障表示用の無電圧接点及び端子、接地用端子を設ける。インバーター制御盤には高調波、騒音等の※基礎工事（屋上）　（図示の物を除く）

※※※設備機器用天井等の穴明け及び補強

※天井・壁面・床等の点検口

・電気式］とする。・機械式　・手動及び遠隔］操作可能なもので、［・手動　［排煙口開放装置※同上用構造体補強（鉄骨用）

空調吹出口は結露防止型「設計温度、相対湿度７０％で結露なし」とする。※※※同上用構造体補強（ＲＣ用）

鉄骨用は建築工事※※※ シーリングディフューザーはＳＥＤ付とする。設備用スリーブ箱入れ

備　考工　事　種　目（見積り区分） 制気口類別途電気空調衛生建築

工事区分 ※印の付いた項を適用する、○印の付いた項はその項を適用し※印の付いた項は適用しない。

・遠隔復帰式　防煙ダンパは［防煙ダンパ

ダ　ン　パ ダンパは亜鉛鉄板製とする。

間接排水口に導くか、自然勾配にて外部に排水できる構造とする。

備 外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーには排水管を取り付け屋外又は
設

内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す、器具ボックスを除き点検扉を設ける。チャンバー
生

スパイラルダクトはクリモトＦ－リングスパイラル相当品とする。衛

水 ・アングル工法］とする。・コーナーボルト工法　低速ダクトは［ダ　ク　ト
排

給
事 ドレントラップ ＳＵＳ製又はＦＲＰ製にて、防臭弁付とする。　水封水内の配管はＶＰとする。・
工 給水設備

備 様
ドレン接続管設 備

仕
設械 配線の仕様、本数等製造業者の特性によるものは、図示によらないことが出来る。配線工事
気 事機

　換
工調

○空冷式パッケージ型空調機の室内機～室外機間の操作線及び電源線工事は［二次側電気工事
換気設備空

・ 冷媒ガス 特記によるほか、新冷媒（オゾン層破壊係数０のもの）、温暖化係数の小さいものを選定する。
空調設備

自動制御方式 ］・無・機器付属スイッチ　窓）　・警報盤（点）　・中央監視盤（［棟　工事種目項　目

換気方式 ］・空調換気扇（全熱交換器）利用・個別方式　・集中式（中央管理方式）　［工事項目､工事種目 注記）棟ごと、工事項目・工事種目ごとに内訳明細書を作成すること。

配管方式 ］・冷媒ガス配管・変流量水配管　・定流量水配管　［新･増･改築等

］・ダクト、個別分散機併用方式・個別分散機器方式　・単一ダクト方式　［消防普通/無窓階

空調方式 ］・パッケージユニット・ファンコイルユニット　・空気調和器　［防火対象物建築面積計

熱源方式 ）］・油（）・ガス（・電気　・暖房専用　、（燃料）・冷房専用　・冷暖房併用　［建築面積　
項

％℃％℃延床面積　延床面積計
事

％℃22.0％50℃26.0一般系統構造・階数
通

％℃％℃外気条件敷地面積建　物　概　要
共

（ＲＨ）湿度（ＤＢ）温度（ＲＨ）湿度（ＤＢ）温度用途・防火地域

工　事　場　所 備　　　考冬　　季夏　　季設計温湿度地名地番

空調・換気設備工事．工　事　概　要

36.8 46  0.3 63

40

岐阜条件

○

○

○

・一般の施設］とする。重要機器の指定：受水槽、油庫

○

※ 下水支払済

※

・連結散水　

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

　　　　　　］・露出：［・鋼板製収納ボックス（屋外型）　Ｈ

　　　　　　］・埋込：［・ステンレス製収納ボックス　　　Ｈ

特記なき限りＡＢＣ粉末消火器（蓄圧式）とする。表示板を設置し［・壁掛式　・置台式］とする。消 火 器

・駐車場　・標準　上部荷重は［

官公庁への手続き又は手続変更は、請負者が代行処理する。し尿浄化槽設備

合成樹脂製　約９００Ｌとする。水　栓　柱

都市ガス供給業者の責任施工とする。都市ガス設備

ＬＰＧ設備

連結送水管用はＪＩＳ１６Ｋ以上、その他は炭酸ガス消火用を除きＪＩＳ１０Ｋとする

・ステンレス弁］とする。・非ライニング弁　・ライニング弁　６５Ａ以上の給水用弁類は［

水道直結部分は、ポンプ吐出部はＪＩＳ１０Ｋとする。弁　類

給水、給湯管は監督員の承諾、接続部の点検を条件として、末端の器具廻りをさや管工法としてよい。配管システム

流し等の床上露出部分の配管は、硬質塩化ビニル管（ＶＰ）としてもよい。

洗面器などに接続する排水管は、器具トラップより１サイズアップとし、ゴム補助材で固定する。

とするＳｃｈ８０、炭酸ガス消火用用配管は同Ｓｃｈ４０ＳＴＰＧ３７０連結送水管は （白）

・ＰＳ］とする。・ＶＳ　埋設、多湿箇所の消火管は外面樹脂被覆管［

・ピット内の排水、通気管はＶＰとする。］・土中埋設の排水、通気管はＶＰとする。 上記の他、［

凡例による他、蒸気排水など高温排水が流れる排水管は、ＳＧＰ（白）とする。

・凡例による給水管仕様］とする。・ＶＰ　タンクのオーバーブロー管は［

・外面ライニング鋼管（ＶＤ）］とする。・ＨＩＶＰ　屋内埋設給水管は［配管材料

消火水槽 消火水槽の有効水深は１.０ｍ以上確保する。

受水槽、高置水槽の周囲（上部１.０ｍ、その他５面０.６ｍ以上）には点検スペースを確保する。タンクの点検

・ステンテレ製既製品］とする。・標準図ＭＣ形　量水器桝

量水器廻り

し尿浄化槽 ｍｇ／Ｌｍ／日、放流ＢＯＤ　　人槽、］、・・合併　処理方式［
３

］・移動式粉末消火・フード簡易消火　・採水口　・炭酸ガス消火　・連結送水管　　

消火設備種類 ・消火器・スプリンクラー　・屋外消火栓　・２号］・易操作１号　・１号　・屋内消火栓［［

］ガス種類 ・都市ガス（１３Ａ）供給業者「　　　　　　　　」、［

］・施設排水路・公共排水路　・合流式］　・分流式　・公共下水道［放流先［

項
］排水方式 ・併用式（流し系統と便所系統を分流）・分流式　・合流式　建物内汚水、雑排水［

事
］給湯方式 ・電気　・ガス　　］、燃料［・局所式　・中央式　［

通
］・　　系統・中水　、給水系統　・井水　・水道水　水源　［

共
］給水方式、水源 ・増圧給水方式・加圧給水方式　・高置水槽方式　・水道直結方式　［

　　　　

・　　　　　　

・大型車駐車場］とする。

設置検査手数料は本工事とする。残土処分は場外適切処分とし、本工事とする。

とし、自然気化式とする。ガスメーターは貸与品で、マイコン式とする。

ＬＰＧボンベは別途とし、調整用ガスは本工事とする。集合装置は自動切替え式、予備調整器は不要

都市ガス工事は都市ガス供給者の基準による。

様

仕

事
量水器桝は［

工
親メ－タ－は貸与品、子メーターは本工事とする。

給排水衛生設備工事

○

○

・　系統　

○

・ＬＰＧ（い号）

騒音規制値（敷地境界線） （適用法令：騒音規制法、瑞浪市騒音規制法に基づく騒音の規制地域等の指定及び規制基準）

該　当　地　域

時　間　帯

規　制　値

6 ～ 8 時

50 dB 50 dB

8 ～ 17 時 17 ～ 23 時 23 ～ 6 時

60 dB 45 dB

第 2 種 区 域

[単位：dB(A)]

高圧ガス保安協会認定によるもの。

クラコヤマトプロテック宮田工業ホーチキ能美防災

消火設備機器 セコム日本ドライケミカルニッタン横井製作所立売堀製作所

自動制御機器 アズビルパナソニックＥＳエンジニアリングジョンソンコントロールズ

西邦工業

排気フード類 換気機器メーカーサンベックユニックスホーコスクラコトーキン

吹出口・ダンパー類 ダイリツ空研工業協立エアテックウェットマスター

ミツヤ送風機製作所日立産機システムテラル荏原製作所

東洋製作所新晃工業昭和鉄工木村工機

ヤンマーエネルギーシステム 日本ピーマック

三菱電機住環境システムズ三菱重工冷熱デンソーアイシン精機

空調換気機器 東芝キャリアダイキン工業 日立アプライアンス

インターセントラル 日本イトミック細山熱器

ヒラカワガイダム 前田鉄工所 三浦工業

高尾鉄工所石川島汎用ボイラ 巴商会 日本サーモエナーサムソン

川重冷熱工業矢崎エナジーシステム

冷温熱源機器 日立ビルシステム荏原冷熱システム 三菱重工業三菱電機

冷却塔 セイコー化工機三菱樹脂日本スピンドル製造空研工業荏原冷熱ｼｽﾃﾑ

フジクリーン工業日立ハウステック

し尿浄化槽 日本理化工業藤吉工業ＡＧドリコト－ブ

ガス給湯機器 リンナイパロマノーリツパーパス ガス供給者認定品

宇部興産テラル東西化学産業

ろ過装置 昭和鉄工サンエイ工業三協寿化工機栗田工業協和

ホシザキ東海フジマック

厨房機器 日本調理機中西製作所サンウェーブ工業コメットカトウＡＩＨＯ

プレパイ工業ホーコス森松工業ベルテクノ三菱樹脂

タンク類 日立ハウステック積水アクアシステム岩谷産業

アンレット 鶴見製作所新明和工業グルンドフォスポンプ

ポンプ類 テラル川本製作所荏原製作所

衛生器具･附属品･水栓 三栄水栓製作所ＴＯＴＯＬＩＸＩＬ

指定メーカー名（順序に意味はない）品　　名

指定メーカーリスト． 

パナソニックＥＳ産機システム

パナソニックエコシステムズ

ＬＰガス集合装置

油庫 ニシハツ

※

項

普通階

機械設備工事特記仕様書 M01

備　　考

第１種住居・未指定

57,732.00

4,294.16

7,827.89

RC造､一部S造2階

5,894.68 1,933.21

7 項

普通階

7

改修 改修

屋　　外

屋内運動場

屋内運動場

改修一式

改修一式

改修一式

衛生器具設備

排水通気設備

消火設備

改修一式

改修一式

改修一式

改修一式

改修一式

改修一式

改修一式

改修一式

改修一式

○

・プロパンガス○

岐阜県瑞浪市土岐町地内

校舎・技術棟

校舎・技術棟

2025.12



駐車場

自
転
車
置

場
２

自転車置場１

4,
01

5

[屋内運動場]

6
6,

50
0

28,000

Ａ Ｅ

10

1

敷
地

境
界
線

敷
地

境
界

線

ロータリー

駐車場

グランド

倉庫

兔洞溜池

サーキットコース

学校給食センター

北　舎

南　舎

技術室棟

渡り廊下-5

中　庭渡り廊下-3

Y9

Y0

X16X0

X16X3A1A0

敷
地

境
界

線

道路境界線

プロパン庫

４つの門

敷地境界線

72,000

60
,
60

0

27
,
75

0
1
7,

10
0

1
5,

75
0

9,750 3,000 58,500

[校  舎]

部室１

屋外トイレ

受水槽

手洗い

部室２

器具庫

農器具庫

校旗掲揚台

渡
り

廊
下

-1

職
員

用
歩

行
デ

ッ
キ

渡り廊下-4

渡
り

廊
下

-
2

＜改修範囲＞

：改修対象建築物

   (改修内容、改修時期は、各図参照)

Ｎ

年  月   日

縮　  　尺

図面番号

意匠

構造

電気

機械

土木

昇降機

E.Niwa Architects & Engineers

Japan

株式
会社

Nagoya

丹羽英二建築事務所 整 理 番 号

社　長 設　計検　図

管理建築士　花井秀哲   　　　一級建築士大臣登録　256327号

24-2A02

瑞浪中学校改修工事 (１期)

屋内運動場

水　　　栓　　　類

弁　　　　　　　類

水・湯

ＪＩＳＫ　６７４１　ＶＰ

備　　　　　　　考名　　　称記　　　号

凡　　例

排　　　水　　　管 硬質ポリ塩化ビニル管

ＪＷＷＡＫ１１８　ＨＩＶＰ耐衝撃性硬質塩ビ管 （埋設配管）

Ｘ 消　　　火　　　管 配管用炭素鋼鋼管（白）　ＪＩＳＧ　３４５２　ＳＧＰ

Ｒ

Ｄ

冷　　　媒　　　管

ド 　レ　 ン 　管 ＪＩＳＫ　６７４１　ＶＰ硬質ポリ塩化ビニル管

冷媒用被覆銅管

アスファルト補修部分（カッター入れ）

コンクリート補修部分（カッター入れ）

斫 り 補 修 部 分 コアー入れ（壁）

換　気　ダ　ク　ト スパイラルダクト

既 　設　 配　 管

撤 　去 　配 　管

不凍バルブ

塩  ビ  汚  水  桝

屋 内 消 火 栓 箱 既存

天　　　井　　　扇

空　調　室　内　機 床置

空　調　室　外　機

ガ　ス　暖　房　器

凡例、配置図
1/500(A1)

1/1000(A3)

ガス瞬間湯沸器 プロパンガス用

M02

既存一時撤去再取付（床置）

多機能トイレ詳細図参照（M08）

給　　　水　　　管

建築工事

建築工事

ＪＣＤＡ０００９

斫 り 及 び 復 旧

斫 り 及 び 復 旧

80HI

80HI

受水槽からの二次側給水

同上ボックス

　及び補修は建築工事

※インターロッキングの撤去

ＧＶ８０

100HI
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２期工事

１期工事

60
0
60

0

1,800 2,700

2,
7
75

45
0

[南舎]

Y0

Y1

Y2

Y0
a

4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X7X6 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16

72,000

調理室 準備室 保健室

湯沸室

Ｉ組

Ｂ階段
Ａ階段

物入

物入

倉庫

US

前室

廊下

準備室

技術室

BBBBBB

BB

手洗

手洗
EPS

被服室

6
,5

0
0

6
,
25

0

2,
3
10

1
,5

00
9
00

3
,5

25

7,
5
00

2
,
25

0

9,
75

0
6,

0
00 多目的

便所

男子

便所

女子

便所

玄関

ホール

玄関

特別支援学級

Ｇ組

Y0

Y1

Y0
a

BB

7
,5

0
0

2,
2
50

9
,7

50

4,500 4,500 4,500 4,500

X0 X1 X2 X3 X4

コンピューター室

学習相談室

改修後

改修前

▽ 柱面

※ただし、[渡り廊下２]１階床面は

  ２期工事にて施工とする

屋内床仕上げ改修 凡例

  ノンスリップ：取替え

  フローリングブロック：張替え

  フローリングブロック：研磨、ＵＣ

  タイルカーペット：撤去

  既設のビニル床シート面：クリーニング

  ビニル床シート<石綿含有>：張替え

2,300 2,200

1,
2
00

2
,0

2
5

  タイルカーペット：撤去

Ｄ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｅ

  セルフレベリング材＋ビニル床シート(HS)t2.8：新設

(実習台は既設のまま) (実習台は既設のまま)

Ｎ

年  月   日

縮　  　尺

図面番号

意匠

構造

電気

機械

土木

昇降機

E.Niwa Architects & Engineers

Japan

株式
会社

Nagoya

丹羽英二建築事務所 整 理 番 号

社　長 設　計検　図

管理建築士　花井秀哲   　　　一級建築士大臣登録　256327号

24-2A02

瑞浪中学校改修工事 (１期)

D RD RD R

１
ＡＣ

１
ＡＣ

１
ＡＣ

既設ガス暖房器撤去

９３０×３１５×６７０Ｈ
暖房能力　9.3KW

D RD RD R

１
ＡＣ

１
ＡＣ

１
ＡＣ

９３０×３１５×６７０Ｈ
暖房能力　9.3KW

記　　号 仕　　　　　様 計

　φ－Ｖ　

電　気　容　量

備　　考名　　　　称

ＫＷ　

撤　去　機　器　表　（冷暖房）

圧縮機出力

空冷ヒ－トポンプエアコン 床置形　

１１．２（４．５～１４．０）　Ｋｗ

２．１　Ｋｗ

９５０×３３０×１,３５０Ｈ

重量 ９０ＫＧ

室外機寸法

種類×冷媒封入量 Ｒ４１０Ａ×４．６ＫＧ

３Ф－２００Ｖ ２．７６ｋｗ（冷房）

２．９１ｋｗ（暖房）

室内機寸法 ６００×３６０×１,９００Ｈ 重量 ４９ＫＧ コンピューター室３ＡＣ － １

１０．０（４．３～１１．２）　Ｋｗ冷 房 能 力

暖 房 能 力

９３０×３１５×６７０Ｈ
暖房能力　9.3KW

給排気穴は穴埋め補修

記　　号 仕　　　　　様 計

　φ－Ｖ　

電　気　容　量

備　　考名　　　　称

ＫＷ　

圧縮機出力

空冷ヒ－トポンプエアコン 床置形　

Ａ

記号 冷媒管径 連絡電線

φ９．５　　φ１５．９ ＥＭ－ＣＥＥＳ２．０ｍｍ2－３Ｃ

室外機寸法

３Ф－２００Ｖ

新　設　機　器　表　（冷暖房）

技術室３

１０．０（４．８～１１．２）　Ｋｗ

１１．２（５．１～１４．０）　Ｋｗ

１．９５　Ｋｗ

冷 房 能 力

暖 房 能 力

２．７０ｋｗ（冷房）

３．０５ｋｗ（暖房） ９４０×３２０×１,０８０Ｈ

ＡＣ － １

既設のまま 既設のまま 既設のまま 既設のまま 既設のまま

９３０×３１５×６７０Ｈ
暖房能力　9.3KW

冷媒管・ドレン管・冷媒ガス廃材処理・室外機基礎共　

Ａ２０

ガス暖房設備　南舎ほか１階平面図 (改修前・後)

　再取付後職員室にある既設集中コントローラーの起動の確認のこと

　一時撤去再取付も含む。

※ガス暖房器の一時撤去再取付は建築工事の床補修の工程に合わせる。

　ガス暖房器の一時撤去再取付には集中コントロール配線の

Ａ２０

既設ガス暖房器一時撤去再取付

既設ガス暖房器再取付×4台

既設ガス暖房器一時撤去×4台

転倒防止　室外機基礎共　

M03
1/100(A1)

1/200(A3)
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年  月   日

縮　  　尺

図面番号

意匠

構造

電気

機械

土木

昇降機

E.Niwa Architects & Engineers

Japan

株式
会社

Nagoya

丹羽英二建築事務所 整 理 番 号

社　長 設　計検　図

管理建築士　花井秀哲   　　　一級建築士大臣登録　256327号

24-2A02

瑞浪中学校改修工事 (１期)

  塗布防水：撤去

バルコニーほか床仕上げ改修 凡例

  フローリングブロック：研磨、ＵＣ

  フローリングブロック：張替え

  ノンスリップ：取替え

屋内床仕上げ改修 凡例

5,100

9
00

3,900 21,900

[渡り廊下５] [屋内運動場][南舎]

2,
2
50

Y1

a
Y0

3,500 5,000

X16

CD CD CD

CDCDCD

DR

Exp.J

a
Y0

倉庫

Ａ階段

図書室

学習指導室 放送室 印刷室 職員室 校長室 会議室

相談室

Ｂ階段

[南舎]
更衣室

6
,
50

0

屋根

廊下

6
,0

00
9,

7
50

2,
2
50

7
,5

00

72,000

X16X15X14X13X12X11X10X9X8X6 X7X5X4X3X2X1X0

4,5004,5004,5004,5004,5004,5004,5004,5004,5004,5004,5004,5004,5004,5004,5004,500

1
,
40

0

6,
2
50

Y2

Y1

Y0

手洗EPS

BB

BD BD BD BD BD BD BD BD BD

CD

男子

便所

女子

便所

湯沸室金庫室

バルコニー

Exp.J

1
,3

50

１期工事

２期工事

  ビニル床シート<石綿含有>：張替え

BD

EXP.J

  タイルカーペット：撤去

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｃ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

2,250

5
,5

00
3,

0
00

4
,0

00

Exp.J

既設のまま

[職員用歩行デッキ]

  セルフレベリング材＋ビニル床シート(HS)t2.8：新設

  ウレタンゴム系塗膜防水(X-2)：新設

屋根仕上げ改修 凡例

  <カバー工法> 長尺金属板横葺き：新設

  アスファルトシングル葺き<石綿含有>：既設のまま
Ｇ

  ゴムチップ：撤去

渡り廊下(2,3階)床仕上げ改修 凡例

Ｆ   防滑性ビニル床シートt2.5(屋外向け)：新設

Ｎ

９３０×３１５×６７０Ｈ
暖房能力　9.3KW

既設のまま 既設のまま 既設のまま 既設のまま 既設のまま

９３０×３１５×６７０Ｈ
暖房能力　9.3KW

ガス暖房設備　南舎ほか２階平面図 (改修前・後)

９３０×３１５×６７０Ｈ
暖房能力　9.3KW

　再取付後職員室にある既設集中コントローラーの起動の確認のこと

　一時撤去再取付も含む。

※ガス暖房器の一時撤去再取付は建築工事の床補修の工程に合わせる。

　ガス暖房器の一時撤去再取付には集中コントロール配線の

既設ガス暖房器一時撤去再取付 既設ガス暖房器一時撤去再取付×2台既設ガス暖房器一時撤去再取付×3台

M04

Ａ

1/100(A1)

1/200(A3)
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  フローリングブロック：研磨、ＵＣ

  フローリングブロック：張替え

  ビニル床シート：張替え

  ノンスリップ：取替え

屋内床仕上げ改修 凡例

  塗布防水：撤去

バルコニーほか床仕上げ改修 凡例
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4
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,
25

0

Y1
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[南舎] [渡り廊下５] [屋内運動場]

Ａ階段 Ｂ階段

音楽室１

準備室 準備室音楽室２ 理科室１ 理科室２ 美術室

準備室

倉庫

屋根

廊下

RD

BD BD BD BD BD BD BD BD BD

BB BBBB BB

BB

手洗
EPS

CD

RD RD RD

RDRDRD

屋根

[南舎]

男子

便所

女子

便所

バルコニー

Exp.J

1
,
35

0

１期工事

２期工事

500

+300 +150 3FL±0

  タイルカーペット：撤去

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｇ

Ｇ

Ｅ

Ａ
ＡＡＣ

Ｃ

Ｄ

  セルフレベリング材＋ビニル床シート(HS)t2.8：新設

  ウレタンゴム系塗膜防水(X-2)：新設

屋根仕上げ改修 凡例

  <カバー工法> 長尺金属板横葺き：新設

  アスファルトシングル葺き<石綿含有>：既設のまま
Ｇ

  ゴムチップ：撤去

渡り廊下(2,3階)床仕上げ改修 凡例

Ｆ   防滑性ビニル床シートt2.5(屋外向け)：新設

D-12 (実習台は既設のまま) (実習台は既設のまま)

Ｎ

+450

5,100

2,000
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4,500
a

E1X13

2,250

Y4

a
Y4
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9
,
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,
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0
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BD

進路相談室

[北舎]３階

Ａ

年  月   日

縮　  　尺

図面番号

意匠

構造

電気

機械

土木

昇降機

E.Niwa Architects & Engineers

Japan

株式
会社

Nagoya

丹羽英二建築事務所 整 理 番 号

社　長 設　計検　図

管理建築士　花井秀哲   　　　一級建築士大臣登録　256327号

24-2A02

瑞浪中学校改修工事 (１期)

南舎ほか３階平面図 (改修前・後)

９３０×３１５×６７０Ｈ
暖房能力　9.3KW

　再取付後職員室にある既設集中コントローラーの起動の確認のこと

　一時撤去再取付も含む。

９３０×３１５×６７０Ｈ
暖房能力　9.3KW

既設のまま

※ガス暖房器の一時撤去再取付は建築工事の床補修の工程に合わせる。

　ガス暖房器の一時撤去再取付には集中コントロール配線の

既設ガス暖房器一時撤去再取付×4台 既設ガス暖房器一時撤去再取付×2台

９３０×３１５×６７０Ｈ
暖房能力　9.3KW

既設ガス暖房器一時撤去再取付×2台

既設のまま

M05

９３０×３１５×６７０Ｈ
暖房能力　9.3KW

既設ガス暖房器一時撤去再取付×2台

既設のまま

９３０×３１５×６７０Ｈ
暖房能力　9.3KW

既設ガス暖房器一時撤去再取付

1/100(A1)

1/200(A3)
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年  月   日

縮　  　尺

図面番号

意匠

構造

電気

機械

土木

昇降機

E.Niwa Architects & Engineers

Japan

株式
会社

Nagoya

丹羽英二建築事務所 整 理 番 号

社　長 設　計検　図

管理建築士　花井秀哲   　　　一級建築士大臣登録　256327号

24-2A02

瑞浪中学校改修工事 (１期)

５０

５０

５０ ８０

１００１００

２０５０

瞬間湯沸器５号撤去新設

瞬間湯沸器５号撤去新設

１
ＥＷ

既設給水管に接続不凍バルブ２０Ａ
（Ｂ－１）

犬走りコンクリート

５０
転がし配管

横　水　栓 Ｔ１３１ＡＵＮ１３Ｃ

止　水　栓 １

１電気温水器

ＴＨＹ２２６Ｕ（電気温水器用）

電源 １φ100V　701W 接続管共

準備室

(EW-1）

壁掛貯湯式（元止式）

ＥＷＭ－１４Ｎ（参考品番　日本イトミック）

既設桝に接続

M06

ガス瞬間湯沸器撤去新設 １５号（元止式）

プロパンガス用

１５Ａ １

１

同上接続管

強化ガスホース

ガス瞬間湯沸器撤去新設 １５号（元止式）

プロパンガス用

１５Ａ １

１

同上接続管

強化ガスホース

湯　沸　室保　健　室

給排水設備　南舎ほか１階平面図 (改修前・後)

２

（建築工事）

（建築工事）

アスファルトはつり及び補修

はつり及び補修

２期工事

１期工事
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ホール
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特別支援学級

Ｇ組

Y0

Y1

Y0
a
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7
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0
0

2,
2
50

9
,7

50

4,500 4,500 4,500 4,500

X0 X1 X2 X3 X4

コンピューター室

学習相談室

改修後

改修前

▽ 柱面

※ただし、[渡り廊下２]１階床面は

  ２期工事にて施工とする

屋内床仕上げ改修 凡例

  ノンスリップ：取替え

  フローリングブロック：張替え

  フローリングブロック：研磨、ＵＣ

  タイルカーペット：撤去

  既設のビニル床シート面：クリーニング

  ビニル床シート<石綿含有>：張替え

2,300 2,200

1,
2
00

2
,0

2
5

  タイルカーペット：撤去

Ｄ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｅ

  セルフレベリング材＋ビニル床シート(HS)t2.8：新設

(実習台は既設のまま) (実習台は既設のまま)

Ｎ

1/100(A1)

1/200(A3)

2025.12



  塗布防水：撤去

バルコニーほか床仕上げ改修 凡例

  フローリングブロック：研磨、ＵＣ

  フローリングブロック：張替え

  ノンスリップ：取替え

屋内床仕上げ改修 凡例
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湯沸室金庫室

バルコニー

Exp.J

1
,3

50

１期工事

２期工事

  ビニル床シート<石綿含有>：張替え

BD

EXP.J

  タイルカーペット：撤去

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｃ

Ａ
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Ｂ

Ｄ

Ｃ

2,250

5
,5

00
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0
00

4
,0

00

Exp.J

既設のまま

[職員用歩行デッキ]

  セルフレベリング材＋ビニル床シート(HS)t2.8：新設

  ウレタンゴム系塗膜防水(X-2)：新設

屋根仕上げ改修 凡例

  <カバー工法> 長尺金属板横葺き：新設

  アスファルトシングル葺き<石綿含有>：既設のまま
Ｇ

  ゴムチップ：撤去

渡り廊下(2,3階)床仕上げ改修 凡例

Ｆ   防滑性ビニル床シートt2.5(屋外向け)：新設

Ｎ

Ａ

年  月   日

縮　  　尺

図面番号

意匠

構造

電気

機械

土木

昇降機

E.Niwa Architects & Engineers

Japan

株式
会社

Nagoya

丹羽英二建築事務所 整 理 番 号

社　長 設　計検　図

管理建築士　花井秀哲   　　　一級建築士大臣登録　256327号

24-2A02

瑞浪中学校改修工事 (１期)

給排水設備　南舎ほか２階平面図 (改修前・後)

瞬間湯沸器５号撤去新設 瞬間湯沸器５号撤去新設

ガス瞬間湯沸器撤去新設 １５号（元止式）

職　員　室

プロパンガス用

M07

１５Ａ １

１

同上接続管

強化ガスホース

ガス瞬間湯沸器撤去新設 １５号（元止式）

プロパンガス用

１５Ａ １

１

同上接続管

強化ガスホース

湯　沸　室

1/100(A1)

1/200(A3)

2025.12



年  月   日

縮　  　尺

図面番号

意匠

構造

電気

機械

土木

昇降機

E.Niwa Architects & Engineers

Japan

株式
会社

Nagoya

丹羽英二建築事務所 整 理 番 号

社　長 設　計検　図

管理建築士　花井秀哲   　　　一級建築士大臣登録　256327号

24-2A02

瑞浪中学校改修工事 (１期)
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3
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2
,
73

0
9
95

5,225

2,725 2,500

前室

多機能トイレ

１００ ４０

ＣＯＡ６５

５０

ＣＯＡ６５

２０

７
５

２
０

１００ １００

４０

５０

４０２５

ＣＯＡ６５

１００

５０

５０

ＣＯＡ６５

７５ ２
０

４０

２
０

５０

６５

７５

２０

７５

４０ｘ２

２０

不凍バルブ２０Ａ
（Ｂ－１）

２０

２０,１００

既設管に接続

５０,２０

７５

７
５

ＶＣ５０
（ＳＵＳ）

５０,２０

７５

２０

２０

２
０

２５２５

１００

４０

７５

１００

ＧＶ４０
（Ｂー１）

ＧＶ４０
（Ｂー１）

１００φ

１

ＥＦ

名　　　　称
（ＴＯＴＯ）

多機能トイレパック

参　考　品　番

オストメイトパック （電気温水器付　ＡＣ１００Ｖ　６００Ｗ）　ＵＴＲ１４１ＵＡＳ８１ＲＤＢ１ＮＷ

計

１

１

器　具　表 機　器　表

付　属　品

天　　　井　　　扇 プラスチックタイプ低騒音形

深型フード（ＳＵＳ）共

１００Ф　×　１００　ｍ3／ｈ　×　３０　Ｐａ

記　　号 名　　　　称 計
　φ－Ｖ　

電　気　容　量

Ｗ　

ＥＦ　－　１ １φ　１００Ｖ １５．５１

給排水設備　多機能トイレ詳細図　S：1/50 換気設備　多機能トイレ詳細図　S：1/50

給排水・換気設備　屋内運動場 多機能トイレ詳細図
1/ 50(A1)

1/100(A3)

ＵＡＤＡＫ０１Ｒ１Ａ１ＡＮＮ１ＷＡ ＴＣＦ５８４１ＡＵＰ（洗浄便座　ＡＣ１００Ｖ　１２６０Ｗ）　

塩ビ汚水桝

樹脂蓋200φ

塩ビ汚水桝

樹脂蓋200φ

既設管に接続

ＧＬ－７７０

GL-730

GL-700

５０

M08

※　　　穴開け部分を示す ※　　　穴開け部分を示す

※ 既設外壁吹付材にはアスベスト（レベル３）の含有が有る為、

 外壁貫通時にはアスベスト対応を行うこと。

※ 既設外壁吹付材にはアスベスト（レベル３）の含有が有る為、

 外壁貫通時にはアスベスト対応を行うこと。
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年  月   日

縮　  　尺

図面番号
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構造

電気

機械

土木

昇降機

E.Niwa Architects & Engineers

Japan

株式
会社

Nagoya

丹羽英二建築事務所 整 理 番 号

社　長 設　計検　図

管理建築士　花井秀哲   　　　一級建築士大臣登録　256327号

24-2A02

瑞浪中学校改修工事 (１期)

２０

最低水位面

有効水位面

３

１ｍ以上

１

ＦＰ
Ｂ

Ａ

２５

６５

１ＦＬ

１
ＦＴ

８０

８０

７．８ ｍ地下消火水槽  有効

６５５０ ６５

５０

５０

５０

５０

５０５０

５０

５０

４０

６５

６５

６５

６５

５０

５０

５０

Ｃ Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

２０

７．５ｍ

１．０ｍ

５．０ｍ

４２．０ｍ

１２．５ｍ

１９．０ｍ

６．ポンプ所要動力

屋内消火栓ポンプ所要動力　＝　０．１６３　×　ポンプの吐出量（ｍ　）　×　全揚程（ｍ）　÷　ポンプ効率　×　伝達係数

０．３０

５．全揚程

屋内消火栓

消防用ホースの摩擦損失　＋　配管の摩擦損失　＋　ノズルの摩擦損失　＋　落差

ｍ４）屋内消火栓：落差

３）ノズルの水頭圧

２）配管の摩擦損失

４．摩擦損失

１）消防用ホースの摩擦損失

３．ポンプの吐出量

３００２屋内消火栓：１５０　　×　同時放水個数　＝　１５０　　×　　　＝　

２．水源の水量

１．同時放水個数

３ ３３ ５．２２

２

屋内消火栓：０．１７　Ｐａ　→　１７　ｍ

屋内消火栓：４０Ａ麻ホース　　１５　ｍ　×　２　本　→　１５　ｍ　×　２　本　×　２６　／　１００　＝　７．８　ｍ

５．５

屋内消火栓：２．６　ｍ　×　同時放水個数　＝　２．６　ｍ　　×　　　＝　　　　　ｍ ３＜　７．８　ｍ　　（既設水槽容量）

＝　１６．０

＝　　　７．８　ｍ　　　＋　　　　　　　ｍ　＋　　　１７　ｍ　　　＋　　　　　ｍ１６

０．５３
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１

１吸　込　口

吐　出　口

直圧給水

オ－バ－フロ－

６５　

１テスト用

消火ポンプ廻り

ＧＶ （付属品）

１ＧＶ （付属品）ド　レ　ン

既設バルブに接続

既設管に接続

６５

６５

名　　　称 電気容量

１消火ポンプユニット （Ⅱ型）

ＧＶ　ＣＶ　ＦＪ 圧力計　連成計　呼水槽　流量計　

サクションユニツト　フ－ト弁　制御盤　他付属品一式

５．５Ｋｗ

計

屋内消火栓ポンプ

仕　　　　様

ＦＰ－１ ３φ２００Ｖ

記号

１
ＦＰ

６５φ　×　３００ｌ／ｍｉｎ　×　５２　ｍ

既設排水ホッパーに放流

Ｓ＝１／５０

ＧＶ２０
ＦＪ２０

ＧＶ４０
ＣＶ４０
ＦＪ４０

Ｓ＝１／１００

Ｓ＝１／１００

Ｓ＝１／１００

Ｓ＝１／１００

ＧＶ４０

ＢＴ２０
既設管に接続

既設排水ホッパーに放流
１

ＦＴ

天井開口（建築工事）
下地撤去共

505
425

280

1
70

0
20

7
80

3
＠

3
00

=
90

0

1
0
00

50
15

5
0

5
00

5
0

505

1
00

5

A

A

A A

架台伏図 Ａ材：L-75×75×6

Ａ材：L-75×75×6

Ｂ材：L-75×75×6

Ｃ材：L-40×40×5

Ｄ材：PL-□105×9t

A

B
C

D

1005
925

4-M12×150L ケミカルアンカーボルト(SUS304)

有効埋込ミ長サ 85L

ダブルナット、PW付

穿孔 φ14.5×100L

500

1
00

0

680

1
10

0

9090

5
0

5
0

φ
35
0 
M･
H

4
00

寸    法

タラップ

架　　台

仕    上

本    体

特    記

質　　量

(外タラップ共)

ステンレスパネル 溶接形消火用補給水槽仕様

架台:

溶融亜鉛メッキ

ＳＵＳ溶接部酸洗イ仕上

70

耐震：KH=2.0

本体:

受台:

kg

STK-φ27.2 、RB-φ16

500

天井板，

505

部材：図面参照

外：

1005× ×500Ｈ

側板，底板

×× 1000 Ｈ1000

kg50 120計: kg

SS400

SS400

SUS444-1.5t

1基 S=1/30

1/100・  50(A1)

1/200・ 100(A3)

消火設備　ポンプ室廻り平面詳細図（改修前・後）

名　　　称 電気容量

１消火ポンプユニット （Ⅱ型）

計

屋内消火栓ポンプ

仕　　　　様

ＦＰ－１ ３φ２００Ｖ

記号

撤　去　機　器　表

８０φｘ６００Ｌ／ｍｉｎｘ４７ｍ １１Ｋｗ

１
ＦＰ

ＧＶ・ＣＶ・ＦＪ （付属品）

フ－ト弁

－

１

１吸　込　口

吐　出　口

新　設　機　器　表

消火ポンプ廻り撤去

改修前北舎１階ポンプ室廻り平面詳細図

改修後北舎１階ポンプ室廻り平面詳細図

名　　　称

１

計仕　　　　様記号

撤　去　機　器　表

ＦＴ－１

１０００ｘ１０００ｘ１０００Ｈ 架台　500H

改修前南舎３階Ｂ階段上部平面詳細図

改修前南舎３階Ｂ階段廻り平面詳細図

改修後南舎３階Ｂ階段上部平面詳細図

改修後南舎３階Ｂ階段廻り平面詳細図

消火用補給水槽

給　　　水

ＦＴ－１

１

１電　極　棒 ＦＬＳ３Ｐ

給　　　水

消火用補給水槽廻り

ド　レ　ン ＧＶ４０

オーバーフロー ４０ １

１

４０,５０

ＢＴ２０（付属品）　ＦＪ２０

ＢＴ２０（付属品）ＦＪ２０

２０,８０,４０

８０,４０,２０

ＢＴ２０,ＦＪ２０×３００Ｌ　

ＦＪ６５×５００Ｌ　

M13

ＦＪ８０　 ８０

（森松工業）

ステンレス製パネルタンク

耐震：KH=1.0

工場組立(アンカー（M12）)

2025.12



工事名

種　別

縮　尺

図面番号

作成年月

a
Ｙ５

Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０ Ｘ１１ Ｘ１２ Ｘ１３Ｘ５
a a a a a a a

Ｘ１４ Ｘ１５ Ｘ１６
a a

Ｙ５

Ｙ４

Ｙ６

Ｙ９

Ｙ８

Ｙ７

ラウンジ

EXPJ

EXP J

男子便所

女子便所

E
X
P
J

ベランダ

Ｃ階段

多目的教室

屋根

配膳室
UP

吹抜

4,500 4,500 2,250 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 2,250 4,500 4,500

4
,
2
8
5

2
1
5

9
,
7
5
0

4
,
6
0
8

4
,
2
8
3

4
,
6
0
8

4
,
5
0
0

4,500 4,500

CR(3-D) CR(3-C) CR(3-B) CR(3-A)

廊下

ｻｯｼ改修

(冷媒･ﾄﾞﾚﾝ管)
天井下露出配管

少人数指導教室

AW

25A,RA ,RA

40A

RA

3-1

既設

3-1

既設
GHP GHP

Ｍ１４

令和７年 １２月

瑞浪中学校改修工事（１期工事）

◆

3-1

既設
GHP

3-1

既設
GHP

進路相談室

ﾄﾞﾚﾝﾊﾞﾙｺﾆｰへ放流

新設
PAC

ﾄﾞﾚﾝﾊﾞﾙｺﾆｰへ放流

ｻｯｼ改修
AW

25A,RA

新設
PAC

配膳室

倉庫

プラットホーム

ポンプ室

UP

廊下 ラウンジ

男子便所

女子便所

多目的教室

Ｃ階段

廊下

ＣＲ

（１－Ｄ）

少人数指導教室

（Ｆ）

ＣＲ

（１－Ｃ）

ＣＲ

（１－Ｂ）

ＣＲ

（１－Ａ）

１年

学年室

SS

Y5a

X3 X4 X5 X6a X7a X8a X9a X10a X11a X12a X13aX5a X14 X15 X16X12 X13

Y5

Y6

Y9

Y8

Y7

4,500 4,500 2,250 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 2,250 2,250 2,250 2,250 2,250 4,500 4,500

4,
2
85

2
15

4
,6

0
8

4
,2

8
3

4
,6

08
4,

5
00

EXPJEXPJ

Ｙ６
a

Ｙ５

Ｙ４

7
,
0
0
0

9
,
7
5
0

既設ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

既設
GHP
1～3

既設ｶﾞｽﾊﾞﾙｸ

新設；1P-1'

既設；1P-1

冷房能力 14.0(3.2～16.0)Kw

暖房能力 16.0(4.0～20.2)Kw

空冷ﾋ-ﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ

天井型ﾂｲﾝ

ガス管液　管記号
備　　考

15.9φ9.5φ パッケージエアコンRA EM-CEE  2.0□ －2C

冷媒管サイズ

名　称記　号 仕　様 組 備　考

圧縮機出力 2.85Kw　3φ200V

少人数教室

１

空冷ﾋ-ﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ

１

進路相談室

天井型ｼﾝｸﾞﾙ

冷房能力 10.0(2.5～11.2)Kw

暖房能力 11.2(2.8～14.0)Kw

圧縮機出力 1.90Kw　3φ200V

：既設天井点検口

：新設天井点検口（□450）

a,b

（３Fへ）

（1Fより）

a,b

a,b

ｂ

外壁立上げ

天井ｺﾛｶﾞｼ

天井ｺﾛｶﾞｼ

a

外部足場架設

ａ

ｂ

ＥＭ－ＣＥＴ14□－３Ｃ（屋外Ｇ28）

ＥＭ－ＣＥＴ5.5□－３Ｃ（屋外Ｇ22）

既設分電盤分岐　１P－１

送りスイッチ増設

送り分電盤増設（屋外鋼製,WP）１P－1’

・ＭＣＣＢ３Ｐ１００／７０

・ＥＬＣＢ３Ｐ５０／５０

・ＥＬＣＢ３Ｐ５０／３０

Ａ
Ａ

北 舎 ３ 階

9,
75

0

Y5

Y4
北 舎 1 階

AW

Ａ

40
0

10
0

1,
10
0

90
0

2,
95
0

1,700

貫通孔加工(100φ)
ｶ゙ ﾗｽをｱﾙﾐﾊ゚ ﾈﾙt5. 0へ交換改修

ｽﾄｯﾊ゚ 取ー付

ｻｯｼ改修 ： 空調冷媒管貫通部

ﾊ゚ﾈﾙ押え、ｼﾘｺー ﾝ系ｼー ﾘﾝｸ゙

北舎空調増設図

瑞　浪　市

◆

◆

操作回路連絡配線仕様

ＰＡＣ－２

ＰＡＣ－３

２
３



Ｙ２

Ｙ１

Ｙ３

Ｂ階段

UP

EXP J

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０ Ｘ１１ Ｘ１２ Ｘ１３ Ｘ１４ Ｘ１５ Ｘ１６Ｘ０

男子便所

女子便所

EXPJ

更衣室

DN

更衣室

体育館渡り廊下

E
X
P
J

図書室

Ａ階段

DN UP

湯沸室

相談室

印刷室放送室準備室

屋根

廊下

職員用歩行デッキ

EXPJ

6
,
0
0
0

5
,
7
0
0

2
,
5
0
0

5
,
5
0
0

4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500

72,000

2,250

1
,
1
2
5

1
,
1
2
5

2
,
2
5
0

D D D

Ｙ０

32A

25A
25A 32A

D

Ｙ２

Ｙ１

Ｙ３

UP

調理室準備室

廊下

倉庫

渡り廊下

Ｂ階段

UP

玄関

玄関ホール

スロープ スロープ

EXPJ

渡り廊下

スロープ

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０ Ｘ１１ Ｘ１２ Ｘ１３ Ｘ１４ Ｘ１５ Ｘ１６Ｘ０

男子便所

女子便所

準備室

湯沸室

和室

被服室

Ａ階段

6
,
0
0
0

5
,
7
0
0

2
,
5
0
0

5
,
5
0
0

1
,
1
2
5 2

,
2
5
0

4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500

72,000

2,250

D

Ｇ組特別支援学級

Ｙ０

コンピューター室

校長室 会議室

PAC PAC PAC
既 既 既

PAC
既

PAC
既

PAC
既

PAC
既

ベランダ

既設冷媒管 既設冷媒管既設冷媒管既設冷媒管既設冷媒管

既設冷媒管 既設冷媒管

PAC
既

PAC
既

RBRB RB

RA

RB

RB

RB

RA

25A 25A 25A

25A

RB

7
,
5
0
0

2
,
2
5
0

9
,
7
5
0

6
,
0
0
0

Ｙ２

Ｙ１

Ｙ０

4
,
5
0
0

4
,
5
0
0

7
,
5
0
0

2
,
2
5
0

9
,
7
5
0

6
,
0
0
0

Ｙ２

Ｙ１

Ｙ０

準備室

工事名

種　別

縮　尺

図面番号

作成年月

Ｍ１５

瑞浪中学校改修工事（１期工事）

瑞　浪　市

令和７年 １２月

南 舎 ２ 階

南 舎 １ 階

保健室

職員室

・外壁改修に伴い、外壁面に接した既設空調屋外機　計９台を建築工事に合わせて

作業に支障のない位置に仮移設し、作業後に元の位置に復旧すること。

南舎空調仮対応図

B B B A B B B

B A

既設PAC-A：室外機7.1kw相当　×２台

既設PAC-B：室外機5.0～5.6kw相当　×７台

おいても一定期間の利用があるため、仮移設後も空調機を運転可能にすること。

1階 保健室

2階 職員室、会議室

1階 特別支援学級(G組)

2階 校長室

ガス管液　管

15.9φ9.5φ EM-CEE  2.0□ －2C

EM-CEES 1.25□ －2C

6.4φ 12.7φ EM-CEE 2.0□ －2C

EM-CEES 1.25□ －2C

備　　考

RA

RB

記　号
既設 操作回路連絡配線

既設 冷媒管サイズ

・１階保健室、２階職員室、校長室、会議室については、学校の夏休み期間に

・屋外機以外の配線及び配管類、盤等については、屋外機と共に仮移設することが

困難な場合は、残置のままでもよい。その際は必要な養生等を実施すること。

・移設,復旧時に試運転調整を行うこと。


